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Tokyo Tech対COVID-19，共COVID-19 の研究推進活動

研究・産学連携本部の URA を中心とした研究推進活動

社会再起動技術推進事業 Social Rebooting Technology Initiative

プロジェクト１：お役に立てればプロジェクト（Ｐ１：HTH Project）
プロジェクト２：COVID-19 関連研究収集プロジェクト（Ｐ２）

本学におけるその他の活動
・脱コロナ禍研究プロジェクト（6月10日～）

by 科学技術創成研究院（研究所群の統括部局）

・Stay Home Stay Geek（5月10日～） by 未来社会デザイン機構

COVID-19 に起因する社会課題の解決を目指し，まずは 18 の研究
テーマを掲げ，東工大の幅広い科学・技術の研究者が力を合わせ，
脱コロナ禍に向けての融合研究を実施している。

本学の約 1000 名の尖った Geek な研究者たちは Stay Home で何
を考えているのか？研究者による研究者のインタビューの動画配信
シリーズ。白川博士を始め，すでに 47 本の動画を作成，配信中。



Tokyo Tech社会再起動技術推進事業（＋HTH Project）

概要

研究・産学連携本部ホームページより

COVID-19 の感染拡大とその後の社
会に対し，東工大の特徴を活かした
貢献ならびに関連する研究推進の支
援を企画・実施していくために，研
究・産学連携本部が行う事業。テー
マごとに，プロジェクト化し，タス
クフォース（TF）を設け実施する。

社会再起動技術推進事業

P1. お役に立てればプロジェクト（Hope This Helps; HTH Project)

本学の保有する特許 131件を，無償で
一定期間解放することで，COVID-19に
起因したダメージを回復し，社会の再起
動に貢献する事業を支援する活動。

特許一覧（抜粋）
担当 TF1（大嶋リーダー）

スピード重視
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参考：研究・産学連携本部

企画立案執行組織：大学の基幹的取組の企画と実施
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参考：研究・産学連携本部 登場人物

上
席

URA 相
当

部
門
長

大嶋 OI 機構統括

林部門長新田部門長



Tokyo Tech

発足までの経緯

社会再起動技術推進事業（＋P1: HTH Project）

4/7 緊急事態宣言，本学の対応方針発表
4/13 渡辺（本部長）⇒ URA へ：この時期の働き方についての提案
4/16 渡辺，各部門長等：産連の対応，学内調査の検討
4/18 大嶋（OI機構長）⇒ 渡辺：提案

対コロナ研究ユニットを作り，まず特許の無償開放をしては？
4/19 部門長等での検討開始

- 意義：理工系大学からも社会へ貢献したい，すべき
- 方法：ソフト・アプリなどは？← スピード勝負：まずは特許開放

4/19 学長・理事連絡会で披露：学長より応援メッセージ
4/20 林（知財部門長）⇒ 渡辺，大嶋：特許のピックアップ
4/21 林，原（産連部門長）⇒ 渡辺，大嶋：懸念事項

- 「特許無償提供」のやり方
- これで対コロナ？？（疑問，失笑）

4/21 大竹（科学技術創成研究院）⇒ 渡辺：相談
脱コロナ禍のための研究ユニット創設

交通整理が必要



Tokyo Tech

発足までの経緯

社会再起動技術推進事業（＋P1: HTH Project）

4/22 林 ⇒ 渡辺，大嶋：「特許無償提供」のやり方提案
- 特許とコロナとの対応は「世間に」考えてもらおう！
渡辺 ⇒ 関係者：具体的な行動計画の提案
- 特許の調査（含提供の可否）：林 ⇒ 担当 URA，産連 C（12名）
- 財務部の承認，広報の方法

4/23 渡辺 ⇒ 関係者：枠組みの提案
- 社会再起動技術推進事業 ← 研究・産学連携本部の「事業」に
- 特許無償提供は「お役に立てればプロジェクト」（TF1 担当）に

4/24 社会再起動技術推進事業と HTH Project 正式発足
- 研究・産学連携本部会議にて事業の承認
- 部局長等へ協力依頼状発送，URA を通じて，関連の教員へも連絡

4/25 新田（研究戦略部門長）⇒ 渡辺：２つ目のプロジェクトの提案
4/27 TF1 meeting：手順・広報の詳細検討 ⇒ ウェブチームに依頼
4/28 新田：2つ目のプロジェクトの名称・詳細を決定
4/28 渡辺：プレスリリースの準備（5/1 発表を強く希望）
5/1 プレスリリース！ ウェブ公開

研究プロジェクト
との棲み分け

佐藤統括理事（広報担当）が支援



Tokyo Tech

反響

社会再起動技術推進事業（＋P1: HTH Project）

【メディア・報道は？】
(1) TV：フジテレビ ニュースα「αイズム～withコロナ社会のヒント～」
(2) 新聞：科学新聞，毎日新聞
(3) インターネット系メディア（〇は取材対応したメディア）

〇 1. J-cast 〇 2. セミコンポータル 〇 3. 日経Xtech
4. Livedoor news 5. Gree news 6. ニコニコニュース
9. Yahoo Japan 10. 日刊知財業界ニュース，他 10 件

・インド系米国企業（murugappa社）から特許リストに対する問い合わせ有り。
・みらい創造機構と高専キャリア教育研究所が，本プロジェクトから特許数件を

抽出し，その特許技術に関するビジネスモデル構築のハッカソンを実施。
・横浜銀行が本件プロジェクトに関してチラシを作成して配布。
・Tokyo Tech Annex を通じて世界展開：

- タイ国立科学技術開発庁（NTSDA）が、本プロジェクトをHPで紹介。
- ドイツ NRWインベストメントで紹介。

・今のところ特許の利用申請は０件。
【知財利用？】 けれども

手ごたえは十分



Tokyo Tech

担当 TF2（新田リーダー）

Ｐ２：COVID-19 関連研究収集プロジェクト

目的
COVID-19に関連した東工大の社会活動と研究者を見せる

機会の提供
・東工大の研究者として，何ができるか意見を挙げてもらう
・東工大の研究者として，活動したいことを提案してもらい議論する
場の提供
・研究者の意思がまとまっていく，集まっていく場
・それが社会からも見える場

概要

COVID-19 関連研究の紹介

公開情報を利用：4/30 に公開

Phase 1
New Normal 創成研究の紹介

Phase 2

大学が有する情報を収集
⇒ 見せ方 & 場作りへ

11 月に公開予定



Tokyo TechＰ２：COVID-19 関連研究収集プロジェクト

COVID-19 関連研究の紹介

公開情報を利用

Phase 1
観点
研究活動や大学機能が制限される中
対 COVID-19 の取組を研究者に負
担をかけることなく世の中に発信す
る。URAだからこそできること。

https://ura.titech.ac.jp/covid19/

4/30 公開
10/21現在
・公開した論文（32本）
・メディア掲載ニュース（104本）
・学内の関連サイトの紹介

- ウィズコロナ社会への設計図
- 科学技術創成研究院の取り組み
- STAY HOME, STAY GEEK

https://ura.titech.ac.jp/covid19/


Tokyo TechＰ２：COVID-19 関連研究収集プロジェクト

観点

収集した研究テーマを世の中に伝わりやすい形にまとめ直して発信する
⇒ それにより

・研究者間の思いがけない繋がりや社会との接点を考えるきっかけ
・人文社会系の研究者の参入のきっかけ
を作り

⇒ 融合研究を創出する場を提供する

手順
１．全学の研究者から研究テーマを申告制で収集
２．可視化：New Normal への研究のリサーチマップ
３．活用：融合研究の場形成へ

New Normal 創成研究の紹介Phase 2



Tokyo TechＰ２：COVID-19 関連研究収集プロジェクト

社会課題＞解決アプローチ＞研究テーマの３階層で表現

可視化：New Normal へのリサーチマップ



Tokyo TechＰ２：COVID-19 関連研究収集プロジェクト

可視化：New Normal へのリサーチマップ

構造化

・研究テーマ
・研究テーマ
・
・
・
・

研究者より
収集した研究情報

単なる研究分野ごとのグルーピング
でなく、社会貢献への結びつきを意
識した可視化 URA の腕の見せ所

詳細はポスターセッションにて：川口URA

社会課題 解決アプローチ 研究テーマ
Needs Seeds

感染症の予防と治療

脅威となるウイルスとの共存

より快適な生活

社会システムの変容

感染を調べる
治療薬・ワクチンを創る
治療を支える
身の回りのウイルスを抑え込む
ウイルスを見つける
リモートで繋がる
リモートで動かす
社会を見通す
見方を変える
地球と共生する



Tokyo TechＰ２：COVID-19 関連研究収集プロジェクト

活用：融合研究の場形成へ

ウェブサイト上での発信（11/16～）

TTRF 2020
異分野融合を目指した
オンラインイベント

イベント期間3日間中
１日を社会活動再起動
促進事業 Day に

異分野融合研究支援
学内競争的研究助成

研究者同士が議論できる
バーチャルな場

競争的資金・産学連携の
マッチング

検討中
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ありがとうございました
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